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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和８年６月１１日（木）  

 

２ 確認箇所 

・定検資材倉庫Ａ棟（図１） 

・Ｋ４タンクエリア（測定・確認用タンク群）（図１） 

 

３ 確認項目 

（１）Ｄ１タンクの解体及び保管状況 

（２）ＡＬＰＳ処理水放出停止に係るＫ４タンクエリア内の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）Ｄ１タンクの解体及び保管状況 

東京電力では、Ｅタンクエリアにおいてフランジ型タンクの解体作業を

進めており、令和６年７月までに全４９基中４８基の解体が完了している。

残る１基のＤ１タンクについても、タンク内のスラッジ等の回収及びタン

ク内壁の除染が終了し、令和８年５月２１日から解体作業に着手している。 

今回、定検機材倉庫Ａ棟（以下「倉庫Ａ棟」と言う。）に搬入されている

Ｄ１タンク解体片の保管状況を確認した。（前回確認日：令和８年３月２５

日） 

・現場確認時、Ｄ１タンクの解体片や解体に使用した資機材等が整然と保管

されており、特段の異常は認められなかった。（写真１） 

・倉庫Ａ棟内にはダストモニタが設置されており、現地確認時において異常

な測定値は確認されなかった。（写真２） 

（２）ＡＬＰＳ処理水放出停止に係るＫ４タンクエリア内の状況 

   （６月１日から今年度第２回目の放出を開始した）ＡＬＰＳ処理水の海洋

放出において、令和８年６月１０日、ＡＬＰＳ処理水測定・確認用タンクＢ

群に貯水していた処理水の移送工程異常（サンプルタンクＢ群移送工程異

常）の警報が発報し、同日１６時１７分に自動停止した。 

このため、東京電力では、警報発生の要因と想定される処理水サンプルタ

ンク払出一次弁の交換作業を行ったことから、今回、その状況を現地で確認

した。 

・現場確認時、東京電力担当者１名立ち会いのもと、協力企業６名程度が当

該払出し弁（電動弁：前弁）の交換作業を実施しており、現場では資源エ

ネルギー庁職員１名が確認を行っていた。（写真３） 

・なお、東京電力では、作業実施後、準備が整ったことから、６月１１日１

６時１０分に放出を再開し、放出再開後の状況について、漏えい等の異常

がないことを確認している。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/744381.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/744381.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

（写真１－１）Ｄ１タンク解体片の保管

状況①（裁断機・バンドソーによる裁

断前の保管状況） 

 

（写真１－２）Ｄ１タンク解体片の保管

状況②（裁断機・バンドソーによる裁

断後の小片の収納） 

 

（写真２－１）ダクト部分に設置され 

たダストモニタ 

 

（写真２－２）フィルタユニットの設置

状況及び点検確認状況 
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（写真３－１）ＡＬＰＳ処理水測定・確

認用タンクＢ群の払出し弁の交換作

業状況①（不具合弁の確認作業） 

 

（写真３－２）ＡＬＰＳ処理水測定・確

認用タンクＢ群の払出し弁の交換作

業状況②（不具合弁を取出し） 

 

（写真３－３）ＡＬＰＳ処理水測定・確

認用タンクＢ群の払出し弁の交換作

業状況③（類似弁の設置例） 

 

（写真３－４）ＡＬＰＳ処理水測定・確

認用タンクＢ群の払出し弁の交換作

業状況④（交換作業により取り外され

た弁及び制御部） 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

 

 

弁の本体部分 

弁の制御部 


